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半田市では「みんなでいっしょに大作戦」を合言葉に、市民のみなさんと力を合わせて、より住みやすいまちにしていく
ことを目指しています。このコーナーでは、さまざまな取り組みをされている市民のみなさんの顔とともに、その取り組み
の様子をお届けします。

ユネスコ無形文化遺産登録一周年
伝統×伝統のコラボレーション「海辺の亀崎薪能」

▲からくり人形「傀儡師（船弁慶）」

▲能（船弁慶）

はんだ市報　2017.12.119

今回の大作戦でいっしょに取り組んだみなさん

科学にチャレンジ
半田市少年少女発明クラブ半田市少年少女発明クラブ

■日　時　平成３０年１月１３日（土） １３時～１６時３０分
■場　所　雁宿ホール　講堂
■対　象　小学3～６年生
■定　員　１００名（抽選）
■内　容　◇空気の力を考える実験　◇工作教室（ペットボトル空気砲、サイクロン掃除機）
■参加費　１００円
■申込み・問合わせ　１２月１５日（金）（必着）までに、氏名・ふりがな・性別・生年月日・学校名・学年・保護者

氏名・住所・電話番号を記入のうえ、ハガキで半田市少年少女発明クラブ事務局へ
〒４７５-８５５０　中午町１７８ツカサ工業内　２２-３１１１

※本事業は、平成29年度半田市市民活動助成金交付決定事業です。

不 思 議 見発
　発明クラブと半田
工業高校のコラボ
企画です。実験と工
作体験を通して科
学と工作の楽しさ
を学ぼう。
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１０月２１日（土）、亀崎潮干祭のユネスコ無
形文化遺産登録一周年を記念し、「海辺の亀
崎薪能」が、亀崎小学校体育館で開催されま
した。
これは、亀崎潮干祭のからくり人形や祭り
囃子の源流のひとつであり日本の伝統芸能
の「能」と、からく人形を同時に上演し、潮干
祭が伝統ある祭りであることを“目で、耳で、肌で”感じてもらい
たいと亀崎潮干祭保存会が企画したものです。
当日は約８５０人の観客が集まり、亀崎中切組のからくり人形

「猩々」と「能」の共演からはじまり、亀崎田中組のからくり人形
「傀儡師（船弁慶）」、「能（船弁慶）」が続けて上演され、会場か

ら大きな拍手が
沸き起こってい
ました。
これからの祭

りを担っていく若い人や地元のみなさんに潮干祭につい
ての理解を深めてもらい、３００年以上守り続けた伝統を
今後も継承していくため、地域一体で取り組み、年明け
には、亀崎中学校で「亀崎潮干祭」に関する出前授業も
予定されています。

・亀崎潮干祭保存会 ・半田市観光ガイド協会
・亀崎ソフトボール連盟 ・亀崎小学校 ・亀崎中学校
・株式会社ＣＡＣ ・知多信用金庫 ・地元企業 など
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